
目　　　的 囲碁を基礎から学び、技術の向上を図る。

対　　　象 どなたでも（8名）

講　　　師 鈴木　正敏　氏（囲碁クラブ代表）

日　　　程

回 月　　　日 時　　間 内　　　容 参加人数

合　計（延べ）　15名

ま　　と　　め

囲碁教室

1 8月6日（火） 5

２ 8月7日（水） 5

３ 8月8日（木） 5

１０：００
～

１２：００
囲碁の基本的なルールの学習

　参加対象を子どもからどなたでもで実施したところ、老若男女の参加があり、囲碁を通

じて世代を超えたコミュニケーションをとることができました。ほとんどが初心者、かつ低学

年であったので、各回の最初には必ず復習を行い、更に言葉をかみ砕きながら説明す

ることで理解を深めました。

　また、説明だけでは実感を得ることはできないため、実際に碁石を並べ、実践をしたり

して、学んだことを自分自身でできるようにしました。参加者の理解がとても早く、第2回で

は9路盤で、第3回では13路盤で一局打つことができるようになり、囲碁で勝敗を決める

「地」を意識することができました。

参加者ごとに理解度が異なるため、中には躓いてしまう参加者もいましたが、個別に説

明することで理解を深めることができました。

　最後に、継続的に打つことが上達の近道だと伝え、毎月第2土曜日に実施している「囲

碁・将棋の集い」の案内をしました。そして、「集い等でもっと打ちたい」、「囲碁のことがわ

かった」の声がある中、囲碁の最も基本となる礼を講師にして閉講しました。


